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参
議
院
議
員
福
島
み
ず
ほ
君
提
出
福
島
原
発
事
故
関
連
費
お
よ
び
原
発
廃
炉
時
の
未
償
却
資
産
の
託
送
料
金
に
よ
る
回
収
に

関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。
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参
議
院
議
員
福
島
み
ず
ほ
君
提
出
福
島
原
発
事
故
関
連
費
お
よ
び
原
発
廃
炉
時
の
未
償
却
資
産
の
託
送
料
金
に
よ
る
回

収
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

今
般
の
事
故
炉
廃
炉
の
確
実
な
実
施
に
関
す
る
措
置
に
よ
り
、
東
京
電
力
ホ

i
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
の
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
(
以
下
「
福
島
第
一
原
発
」
と
い
う
。
)
の
廃
炉
に
要
す
る
資
金
を
確
実
に
確
保
す
る
た
め
、
東
京
電
力
パ
ワ

i
グ
リ
ッ
ド
株
式
会
社
は
、
電
力
の
安
定
供
給
の
確
保
の
た
め
に
必
要
な
設
備
投
資
等
を
行
っ
た
上
で
、
廃
炉
に
充
て
る
た

め
の
資
金
の
確
実
な
支
出
を
確
保
す
る
た
め
収
支
計
算
に
お
い
て
廃
炉
等
負
担
金
を
費
用
と
し
て
計
上
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
と
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
東
京
電
力
パ
ワ

i
グ
リ
ッ
ド
株
式
会
社
が
、
合
理
化
に
よ
り
捻
出
し
た
廃
炉
等
負
担
金
の
額

を
上
回
る
合
理
化
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
合
理
化
に
よ
り
生
じ
た
額
は
、
電
気
事
業
法
(
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七

十
号
)

に
基
づ
く
託
送
供
給
等
に
係
る
料
金
(
以
下
「
託
送
料
金
」
と
い
う
。
)

を
含
む
託
送
供
給
等
約
款
の
変
更
に
関
す

る
経
済
産
業
大
臣
の
命
令
に
当
た
っ
て
の
判
断
の
た
め
の
算
定
基
礎
と
な
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

三
に
つ
い
て

福
島
第
一
原
発
事
故
に
係
る
対
応
に
つ
い
て
は
、

「
原
子
力
災
害
か
ら
の
福
島
復
興
の
加
速
の
た
め
の
基
本
指
針
」
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成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
日
閣
議
決
定
。

以
下
「
基
本
指
針
」
と
い
う
。
)

に
お
い
て
、

「
国
民
負
担
を
最
大
限
抑
制
し
つ

つ
、
福
島
の
再
生
と
電
力
の
安
定
供
給
を
両
立
さ
せ
る
」
、

「
原
則
と
し
て
、
東
京
電
力
グ
ル
ー
プ
全
体
で
総
力
を
挙
げ
て

責
任
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
及
び

「
国
は
、

必
要
な
制
度
整
備
等
を
行
う
と
と
も
に
、
技
術
的
難
易
度
が

高
く
、
国
が
前
面
に
立
つ
必
要
が
あ
る
研
究
開
発
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
必
要
な
支
援
を
行
う
」

と
し
て
い
る
と
お
り
で

あ
る
。

四
か
ら
六
ま
で
に
つ
い
て

基
本
指
針
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、

「
福
島
第
一
原
発
の
事
故
前
に
は
確
保
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
分
の
賠
償
の
備
え

に
つ
い
て
の
み
、
広
く
需
要
家
全
体
の
負
担
」
と
し
て
、
電
気
事
業
法
に
基
づ
き
、
合
理
的
に
算
定
さ
れ
る
額
を
、

託
送
料

金
の
原
価
に
含
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

七
及
び
八
に
つ
い
て

廃
炉
会
計
制
度
は
、
原
発
依
存
度
の
低
減
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
基
本
方
針
を
実
現
す
る
た
め
、
財
務
的
な
理
由
に

よ
り
、
事
業
者
の
合
理
的
な
廃
炉
判
断
を
ゆ
が
め
た
り
、

円
滑
な
廃
炉
の
実
施
に
支
障
を
来
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
措
置
し

て
い
る
制
度
で
あ
る
。
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ま
た
、
お
尋
ね
の
よ
う
な
仮
占
疋

の
御
質
問
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。
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